
と
む
よ
う
に
、
市
民
に
対
ず
る
令
政
的
ず
か
に
イ
一
?
こ
軒
町
増
に
と
と
ま
り
す
る
よ
吾
、
努
力
を
し
て
い
ま
す
@

需
要
の
押
び
火
設
収
な
E
の
尉
酷
と
む
と
白
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た
投
資
的
な
お
、
使
用
料
や
手
数
棋
な
ど
に
つ

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、

ζ
ζ

投
与
、
田
町
祥
資
(
教
育
踊
説
、
道
路
、
排
水
時
な
い
て
も
、
特
別
の
茄
益
を
受
け
る
ホ

政
そ
の
も
の
白
弾
刀
役
が
な
く
な
わ
J

、
と
の
箆
議
出
国
〉
は
日
例
年
度
に
比
べ
て
一
あ
る
い
は
長
い
間
括
支
置
き
芋
レ
ザ

い
わ
ゆ
る
地
方
民
間
政
の
夜
夜
化
額
向
が

O
軒
以
上
、
金
額
に
し
て
五
憶
円
も
落
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ζ
由取

調
お
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
墳
に
憤
計
交
付
い
、
新
し
い
料
金
、

と
の
傾
向
を
、
平
塚
市
の
一
般
会
計
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
財
政
事
出
向
を
曜
に
語
定
エ
ず
る
こ
と
に
し
芋
レ
た
。

吋
紛
予
算
で
見
る
と
、
別
図
一
一
般
会
考
慮
ん
て
、
一
般
職
員
の
新
規
採
悶
聞
の
の
点
、
ぜ
ひ
と
主
自
民
自
出

計
当
初
予
算
め
推
移
」
白
と
よ
品
り
で
す
。
中
止
と
火
員
の
不
補
充
を
は
じ
め
、
消
理
解
を
い
た
ど
富
、
む
協
七

時
に
唱
和
五
十
〕
年
度
ぞ
は
、
同
牛
皮
耗
民
的
な
E
の
経
費
迄
箆
世
間
に
節
執
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ハ
削

予
算
に
去
、
通
話
一
O
削
引
が

8
0
て、

ζ
れ
ま
で
待
っ

τき
た
喜
善
霊
的
金
額
に
つ
い
て
は
、

主
い
伸
び
主
し
て
い
た
も
の
が
、
に
草
す
る
各
種
描
揮
の
水
準
を
確
保
案
ふ
き
い
〉

マ
梢
紡
施
設
整
備
事
業
一
一
千
古
百
十
マ
霊
長
1
Y広
場
整
繍
重
一

号

五

百

千

二

g
E一

消
防
井
戸
(
十
基
)
、
街
紡
ポ
ン
プ
マ
市
民
巴
ン
虫
1
置
台
田
町
物
昇
降
袈
掛

マ
公
警
護
議
事
業
二
僧
一
…
千
五
自
動
車
購
入
、
そ
の
他
撃
事
業
一
平
一
一
一
言
言

百
二
十
三
万
五
千
円
ヤ
労
働
者
金
融
対
揮
(
預
託
金
〉
五

童

疎

住

宅

(

事

実

暴

季

一

千

万

円

伊

都

京

基

盤

L信
号

訴

岳

一

一

十

万

円

ヰ

リ

費

五

憶

二

E
L重
量

十

章

子

ハ

十
一
一
刀
ブ
千
円

ド

老

人

低

濠

扶

助

費

、

移

動

戸

入

荷

車

橋

環

八

唱

議

、

草

地

用

地

議

入

施

設

収

容

言

、

電

話

器

撃

事

業

十

議

四

7
T
反
主
マ
障
害
者
福
祉
関
持
費
一
婚
九
千
百
マ
選
時
間
新
設
改
良
悪
業
一
一
語
一
千
一
一
一

マ
接
関
廷
設
問
地
買
収
費
億
遊
金
(
檀
八
ム
万
七
千
円

苦
肉
ム
:
四
万
四
千
円

山

一

一

一

月

に

霊

主

皇

室

定

例

会

に

お

い

て

、

緊

五

十

一

号

禁

決

ま

り

を

だ

と

白

予

算

は

二

壁

計

金

額

と

が

あ

め

な

い

、

話

量

ゴ

一

落

合

一

億

一

一

百

十

一

万

語

与

間

話

時

軒

目

四

十

一

一

長

官

民

、

山
富
六
十
一
一
櫨
一
一
一
千
三
百
万
一
円
、
特
別
会
一
百
八
十
七
霊
平
二
百
七
土
ハ
万
円
、
病
院
主
雪
一
土
ハ
億
九
五
八
百
六
十
一
一
方
向
負
誤
累
増
」
霊
化
し
て
き
た

FRE量
産

基

踊

刑

事

業

一

千

れ

費

、

そ

む

飽

マ

排

水

路

震

嘉

三

轡

一

…

千

一

一

一

石

川
で
総
書
一
吉
七
土
ハ
億
八
一
言
語
主
人
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
低
成
長
時
代
に
お
け
一
心
予
草
編
成
と
い
う
に
と
も
あ
っ
て
、
有
話
シ
ョ
ッ
ク
に
端
草
し
た
パ
百
五
十
万
円
マ
民
間
保
書
室
議
事
戸
量
一
一
万
円

川
と
れ
ま
で
…
数
十
監
事
案
し

τき
た
一
般
会
計
も
、
左
は
わ
ず
か
矢
三
宮
雪
、
非
常
に
苦
し
い
よ
と
な
っ
て
ェ
ッ
ク
状
雪
、

ζ

れ
に
対
処
す
る
た
送
時
期
間
診
議
華
僑
そ
の
他
富
襲
五
億
在
千
八
百
一
一
千
八
万
星
川
重
量
、
草
川
合
間

…
い
妻
。
し
か
し
、

ζ214時
に
こ
そ
、
市
民
語
に
霊
ず
る
社
会
費
奇
襲
や
社
会
福
祉
施
策
室
零

d
i
z

め

の

議

霊

製

お

よ

び

金

融

引

き

マ

じ

ん

か

い

処

霊

設

整

備

事

業

一

一

四

千

円

設

路

震

a-霊
継
続
)
、

…

が

で

き

ず

、

言

動

入

浴

車

の

号

穫

量

充

Zた

め

の

予

算

の

増

額

返

め

を

だ

柔

道

、

仁

成

に

い

日

引

い

貯

軒

町

一

つ

持

日

叫

ん

hiuvum仕
手

上

皇

臼

河

内

九

晴

香

一

一

千

六

百

郡

山

説

明

伊

問

題

浸

奈

川
た
っ
て
の
車
と
、
今
年
度
自
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
総
合
聖
書
白
望
白
柱
に
し
た
が
っ
℃
む
紹
介
し
李
レ
ょ
う
。
巴
ま
旦
ひ
い
丈
は
地
方
税
収
の
喜
よ
Q
煙
突
取
り
ζ
わ
し
、
小
露
死

i
i
z
U
J
7街
路
事
業
一
一
植
五
千
十
一
万
五
千

昭
和
五
十
一
年
度
の
予
雲
、
替
地
事
故
の
硬
直
化
白
傾
向
に
つ
い
て
度
経
霊
長
と
ζ
れ
に
伴
う
担
金
蓄
の
委
任
事
務
討
が
増
大
し
て
、
入
室
事
く
よ
つ
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
産
農
童
、
と
み
収
集
車
購
入
…
勧

J

骨
文
A
{
¥
問

}
一
市
税
収
入
や
競
輪
収
益
の
落
ち
込
は
、
す
で
に
耕
一
撃
室
長
短
白
ζ

と
の
変
化
に
よ
っ
て
、
市
町
村
に
お
け
る
等
の
義
務
露
関
が
増
高
し

τぎ
た

た

寸

小

学

校

議

事

業

一

一

一

一

信

三

千

五

十

マ

都

市

下

水

路

整

…

備

委

一

億

一

千

県
支
出
金
の
山
間
関
な
E
、

ま

す

ま

と

患

い

ま

す

。

昌

司

教

な

む

前

線

構

の

拡

元

が

な

さ

れ

た

め

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

六

万

八

千

円

一

一

十

八

万

一

手

向

一
時
間
同
時
ま
れ
特
誌
町
内
十
M
M
U

れ
竹
内
十
吋
れ
町
長
一
片
山
間
ア
昨
日
行
引
い
れ
い
れ
れ
誤
認
一
創
立
叫
ん
目
的
一
思
議
経
一
社
一

屋
内
遺
書
重
築
、
若
他
マ
奇
襲
興
事
業
費
五
平
支
十
五

マ
中
学
校
整
錆
事
業
七
五
惜
六
千
五
十
万
九
平
内

六

万

円

汚

水

処

理

施

設

設

置

補

助

、

小

品

油

製

袖
問
中
講
堂
議
照
的
選
動
場
新
築
、
器
産
理
境
構
備
補
助

章
一
中
-
議
長
垣
内
運
動
要
事

V
土
地
改
良
事
業
設
六
千
五
千
穴
十

中
原
中
・
大
住
中
ザ
岳
町
賃
収
〈
皆
務
二
万
一
7
ナ
丹

負
指
存
高
分
)
、
大
住
中
ブ
!
ん
新
開
訴
農
道
改
良
、
関
崎
・
片
岡
農

設
、
仮
称
+
〈
訴
東
中
投
A
F
J

新
築
に
伴
改
良
、
構
内
e

品
新
・
東
最
前
回
選

う
設
計
長
託
糾
、
仮
称
地
中
校
舎
新
か
ん
が
い
幹
京
略
放
良
、
そ
の
地

鶏
(
公
印
吋
公
社
ヂ
式
に
よ
る
例
議
寸
七
夕
ま
つ
り
関
煙
量
山
料
一
心

緒

戸

勺

〉

、

そ

の

池

百

万

円

マ
幼
稚
園
裁
関
蒋
拝
初
補
助
事
世
間
六
千
マ
中
小
企
業
金
融
対
関
(
演
託
金
〉

一
…
白
山
十
万
六
千
円
一
揖
…
一
一
千
万
汚

マ
博
物
館
展
示
観
作
会
話
山
警
明
〈
印
。
マ
失
業
薬
事
業

別
年
継
続
)
丸
出
ご
百
六
十
九
h
m円
方
約

吋

れ

げ

山

刷

出

制

舞

踊

政

公

員

キ

ι

人}切

162億 3300]]伺
187憾52767j下弓

132億9508万円

24億2082万円

10億4562万円

18億4084万河

7249万円

3037万円

2977万円

1777万円

26憶9862万円

3761意84387，P3

1111111抑制11予算

金計J5U予 罫 毅

一般会計

特別会計

競輪事業

留民健康保険事3需

品す行改造事業

下水道事業

農業共時事菜

食肉セン虫}

主主通災害共時事業

ホ壁物地方卸売市場事業

病院事演会計

合計

一般会計購入予算額内訳

市 税 収入 96憶 6485万円 (59.5舟〉

諸収入 24憶5634万円 (15.1持〉

国臨支 出金 21億8766万円く13.5%)
市属 4憶3910万円 C2.7舟〉

県;支出金 4憶3145万円(2.7舟〉

使用料及ぴ手数斜 3憶必81万円(2.1特〉
繰入金 2億 5932万円(1.6q予3
分担金及び負拘金 1鵠 2924万 円(0.8舟〉

その他 3隠2223万 円(2.0母〉
一融会計誰出予算額内訳

民主主開 32億 8383万円 (20，2?め
止木費 31億1296万円(19.2舟〉

歌胃貫 29鰭 8392万円仁18.4%コ
総務費 20億 399B万円 (12.60否〉
衛生費 15億 3585万円 C9.4脅〉

公皆世 9憶2757:万円く 5.7時〉

諾 支 出 金 7億 1839万F弓(4.4舟〉

消防間 創意9639万円 ( 3?b) 
綾柿求理業 3滋 0270万円 C].9勾〉

議会費 2憶 1190万円 C1.5持コ
商工費 2億 3571万円 C1.4舟〉

労働智 1億 288C万円(0.8"予〉
守備世 2500万円 C0.2符〉

※(  )内は持f克上どιを刀、す。

要IIIIIIIIIIII!III
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一
二
丹
市
議
会
定
例
会
が
一
二
月
四
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
同
開
会
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
算
が

決
ま
ヴ
た
。
し
か
し
、
五
十
一
年
度
の
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
情
勢
を
迎
え
て
い
る
た

め
、
一
般
会
計
は
五
十
年
度
と
く
ら
べ
て
六
@
二
%
の
伸
び
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
(
予
算
内
容

は
一
一
胞
に
〉
こ
の
ほ
か
、
平
塚
市
印
鍛
条
例
の
改
正
や
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
三
十
八
議
案

が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。
こ
こ
に
議
決
さ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
度
予
算
を

除
く
、
主
な
市
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

100Fl 
100Fl 
20C円

100ロ3

200円

申司一_..

ー一一一血

事襲民寺語談室/持自F露首出夜行政センゴ首一宮(22)2711 
<>法捧相談毎月第 2第 3金曜日 13時 -16時仁受付B時半コ

その他、毎月教育相談、交返事故相談、内職相談、高齢者磯

業相読者行っています。

く)，邸主主県民相談 4 月238、 13聾-1~時平援駅北口交番前

E相談は法律栂談、教育相談交通事故相談、県政一般相談

なとコ

干寵技会室宮内務談窓雷(33)

，む配L:とお談・銭週月曜日〈第5を除く)13持-15時
母子相説・平日、 9時 -15時30分・常設

軍庭浴室相談・平目、 9時 -16時・常設

高齢者職業本自談・平白 S時 30分-16時・常設

結婚相談

5月118

市民事自談室/市役所管(22)17∞ 
一般法探相談・毎月第2火曜日・ 13時-16時〈人数制限有〉

人擢活律J哲談・晶月第1土E墨田。 13時 -16時 5 fl1 8 

行革主苦情相談・臨月第1土曜日・ 13碍"-1由時 5月 1日

登記相談岳毎月第2金曜日 '13時 -16時 5月14臼

宅地建物相談・毎月第4火曜臼・ 13時-16時 ζ人数得殿、宵)月278

諮問考案 C特許2相談・毎月第2月穣臼 '1醇時-15時 5月は体み

下議取弓E盟関あっせん e鉱月第3木犠臼13時 -16時 5 Jl20日
消費生活相談・喜子週水曜日 .10時-15時

青伊年務談・平日、 9時 -16時 a常設

教事著E持究完奇綴言語空軍曹(3D6容認
教胃相談.Jl健璽日~金覇軍a.9時 -15時

※受付lお霞談開始時間から



緑化まつり

。横木市亡10時~1時コ 3 日間
静向、埼玉、東京や県内白植木商が出底し

安価で即売する。なお、第1臼包と第3日呂田

午前と午後にわけ、時f習を限定して f槌木の

セ1)市Jを行う予定。

く〉緑化相談コーナーClO時 ~IE時コ 3 日
開府勢虫、櫨裁、肥料、主主栽、勢定等につき

市民の疑問の点について、県の専門官に講師

聖位頼し、動主主指導を行う。

く〉模範花壌仁10時 ~16f耳) 3臼関

県立平揮農業高授の生徒による模範花墳を

会場内ニカ押fに設置して、市民の品なさんの

自在識しませてくれる。

。花壇展示 3臼間

湖南地主主主量魁業者に位頼して、市庁舎南側

に花壌を展示、市民に鑑賞してもらう。なお

まつ幻終了後も 5f1l2臼項ま百展示する。

く〉緑化募金口o時~16&お 3 日間
会場内に募金箱を設置するBζの機会に緑

の主主義の徹底を尽かる。

。m*俊市 4月29臼、 5月 1臼 10時~

往復はがきで申し込んだ方で、引き換え券

をお持ちの;芯に先着順で渡す。

く〉サボテン展示室P策会(]眠与~16時〉
サボテンの販苑と腎て方等いろいろな相談

にのる。

。花き差是示ClO時~16時コ 3 日間
塵百室協会会員による花き展示で、白色ろ熱

心に栽埼、育成したものを鑑賞してもらう。

く〉巣箱づくり教室児童、生徒者対象に
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紹和51年度分の固定資産税、都市計画税および軽自動

車税の納期を変更します

口密主主資2藍税。都市計E霊貌の第 1~続分

4月 1日から間月初日までを

5月 1日から同月31日までに

口軽自動護軍提

4月11臼から同月初日までを

5 J'I11日から問fl318まで

記ド所得毛f叩想1.刊鮮明汗ア均三!';?勺品事;初訪
引 芯山口山 ζい~ム弘二ポユエ刊

i通謹勤者に便利な駐主寧手場 1か月4，5∞円l川;υ川"

φ発 行 故 散 50枚 4φ歩3弟制和刊J用のi注主慧

@申 込 書 書 交 付 4 月17 臼 ~21 日 鮮初y.紅谷町駐車場、市役所市民 C定期券は 5月 1日から利用できる

相談室、駅ピノレ連絡所 C日曜、祝祭臼は利用できない

格運転免許証を持っているガで、平壇市に住んでいる C営業時間は午前E時~午後在時3C分

方あるいは市内に勤務している方 C定期券の矯入資絡は1年 間

φ定 期 代 1か月 4.500問 。夜間の産量き放しは自由

⑫申込み受付 4 月17 臼 ~228 (午前9時~午後日時までコ錦町駐⑫場所属議 1号輔、市民センター前

車場管理塑務所で受け付ける。申込みは 1人く1免

許証) 1申込みとする。なお、申込みが多数の場合 〈慰コ平理市開発会社

訟指せんとする τE (22) 1700内観338

φ資

輯務部費量量税課
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f簡37勝以下〈昭和51年 7}'l1 B現在〉

由女子で保霊童掃免許を取得している主宰

く〉家庭築士主鈴…………夕日.."・2名
満37歳以下〈昭和51年 7月l悶混在〉の女子

φ募集期罪悪 4 月初日亡少で)~浜田仁土〉

1名

ところ
霊宝務委誤差露皇室

議喜帯 日本経済新開社工藤秀幸氏

樺 県平境観工事務所・平累了行。平易ま器工会議

Z針。日本経済新罰詑
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会 5月の投第話題「宇詣旅行J

地球聖子首ぴ出し、メ主島系を抜げ、さらに鎖

的系を主主け出して、あなたをJ遼皐Lいパr守了

1たとにお誘Vい、します。

公 5月の投影間

1臼仁土コ'"3 EJ (月コ・ 5日 (7]() • 6 

臼 (ホ0 ・8!3(土〉 寝 9 (日コ . 12日

C;JO ・13日 間0・15日〈士〉 ・19B(オ0

・208(オn・(士〉・23日仁臼〕・26日

(7)<) .27日仁木〉“29n(土コ 30日〈日〉

会投影開始時刻と銭覧対象

2回目

台所要時間 1f沼 45分

古定員 1 28名

*E君体で利用:ずる場合は事前iこ申し込みを。

くわし〈は博物館〈安吉33-5111)へ連品を

還をj理る会

• 5月 5日 (71く〉今後 6lTq>-..'呂時 間天中止

望遠鏡で月やゴ与の説室実在する。申し込み

はf主復はがさで平叉J-ti博物F出へ令長主主著30人 e

Eヨ然iこ棄更しむ会
fj 9 11 (円〉 相模可口雨天 中

渡 1)烏ゃよ戸川物、 j揺の地7習を観察する

申し込みは往復は?刊さで平塚市ト害物館へ匁先

着30人c

科塁手数重宝[石器吾作ろう」5/"3013 (01) 1日時~16持

古代の生活を体験学沼しよう c 申込みは往

復はがきでぷ抵市博牧へ。先詰30人。

窓文芸書議i売会

• 5月 8日色第2、滞 i曜日〉

平嵐市内に銭るむ戸時代の又摺くもんょ〉

をみなさんと読んでいこうとまる会。今まで

:定書を見たこともさわった乙とたない方、と

τも読めないと思っている方の要参加を帯望し

ている。申し込みは、往復はがきで、平塚市

博物館へ。先器犯人っただし、高守史生以と

に怒る乙

〉夜明し込み先 平塚市博物館
浅間町ー今j]

8 : 30から

著書堅苦戦稼ゴレンジャー

覇軍料金 1001弓

JH8臼〈

見詞 〈髭〉 部天中iと

く〉薬会場所平塚北口改札口約
守的7日時30分集合

。コース 平塚二 IJ¥8::1民主τ/九胃谷 千三耗繍

践活][11 湯 波 lJ 熊立観光会館

←箔摂湯本一ノ~\忠康万平塚

※軽践で弁潟、ホ筒、交通費約800fIJと持参

ください

言干しいととは部育課ヘ篭話 (31)3060 
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品 目単位 4守吉広ス}パー古賀厨

ち!J紙 800枚 169fIl 177内 196月
砂 糖白 1埼 28SfLJ 259円 2S2f弓
とう油 lH 68(円 ー

しよう抽 2 ~ 410内 401円 406F弓
獄中肉 1009 174月 165fIl 1臼河

じゃがいも 1晦 1I6fIl 121円 136円
みそ 1埼 253コ=3 241月 241伺
茨ぷら池 4509 1制内 I7IF弓 165月
グロパン 10埼 1008司 一 一
小麦粉 1掴 131P1 125月 126円
洗 剤 2.65K9 665f弓 657月 5弘内

トイレツト
ベ}パ.:_ 60拙 182fIl 182F弓 202円

多こども狭E密会 10時と14時

5月 9臼仁臼) rにんざよひめJ20 
分力ラー動麗「しあわせ白王子J19 
分カラ」動Ji!jj

φステレオコンサート 14時
4 flZ4日 C土コ Eこどもコ

I/J咽島くるみ・臼中皐兇のうたと持

はなしj

5月 8日 C土〉 仁クラシック〉

沓識の流れ18 ブラ}ムス「ピアノ

協襲曲第1番j ノレプーくピアノコ

5月15日〈土〉 亡ポピュラーコ

fアトぞロ、サパの女王Jグラよノェラ

骨舘白

く〉毎i理月曜日 C5月 3Bを含む〉

o第三臼閣日 4月18臼〈尽コ

5月16日 CBコ
4月29日仁木〉

5月 5日亡;?)()

0祝日振替え 5月4日仁火〉

中月末館内盤濠日 4月30臼〈金〉

48年度に主主録された方は有効期限

が切れました自で、登録替えをして

ください。

49、

く〉抗告

川川"川5口川川"

アムスの巴や由がf芋 長熊阜岩重重童吾

仮薗舞踊会 横{高肴正史

メタモノんレフオセス群島 t筒奇井農際

敵時深〈 野 荻 昭 如

1安貸剖完鉛制!日j魂矧々 笹沢1注E保
黒い墜落構 轟村誠一

淘ぷカが宝如(3 ，冒ヨ司l鴻塙遼太郎

ゴノルレフ酒旅 大問昇平

志賀島 悶 松 和 夫

z鼠民<0男白目 後藤邸主生芭

にせ}ドδン.フプン 諒行淳之介

鎌童蝉し〈ぐやれ IJ号寅縫

三界交友録 金子光婿

悠々欝々 丸谷才一

菅き麦溺ゆ 大阿信

詩白高野時記 宗左i!I

ilflllllllHノンフィクションυ1lII!l!IIJ

恐るべき貴品汚染 武者宗一郎

わたしの渡性臼記上 高峰秀子

殺き母に贈る 木下一雄

醤よ雪山よ雪 男よ 尾崎啓一

溺像弓岬白うまくなる本中1I1一夫

使えない日本讃放送批評懇談金編

典さまお手をどうぞ 門脇縄平

史跡紀仔平将門 加藤窓

誰も書かなかったPTA 菅 原 誠 喜

そしてぼくは迷宮へ行った

謀本哲郎



<D母子手暗〈転入した人は!日住所で

使っていた母子す佼D
@筒室主票〈この累は必ず家で喜志九し

て体混在摂i定してきてください〉

られない入

<D7~方接種を受けて 1 週間たってい
ない人。②はしカ)" BCG、穏夜、

tJ叫巴マヒ主主ヲクは、それぞれ 1か月

む路橋をおかないと受けられません

@そ¢他、有期患者、けいれん性体

質、心臓血管系、軒臓または肝臓に

疾患が晶D医師にとめられている人

E三種混合予訪撞重富〉

豊富対象.[輯 1期]-3el受ける。

2歳 (24か月〉から4歳 (48か
月〉まで白幼児。(主葺積間隔は2
釘 3回とも 3渥聞から8週間〉

E轄 2期]-1回受ける。

第 1期の 3回呂が終ってから1年

以上の期閣をすぎた2歳(24か月〉

から4続 (48か月〉までの幼沼

室主36か月までに 1期かち吉了しないと

2期の追加接種が、 48か月までに

受けられなくなDますので、む了

獄ください。

豊富時間・ 13時 30分~15時まで。ただ

し封印の会場は14時~15時
[5月3

18日手蕎公民館旭公民館

))(中央農協土沢支所

1吉田 大野公民館横向団地集会場

民主奪回公民館

20El 須賀公民館民松京公民館

出金田公民館

書簡Ijの散布白綬
E旭矧ぽ3
4月17日公所自治会

19日 根坂 間自 治会

初日出欄自治会

21日万回自治会

22日 高根自治会、横浜ゴム徳延社宅自

治会、万部員援毘地自治会

23日 上山下自治会、下山下自治会

24日纏自治会

26日河内自治会

28日徳延自治会

f金沼地区1
;; fl1日長持町内会

4日 長瀬町内会、厳島部落会

事日 入車部7内会

7日寺田縄町内会

E豊田地%:J
5月10日

電頁百花性会、子J問 λて目Y白金会

11日 宮下自治会、西町自治会

128 ;本宿自治会、豊中部落会

[1潟陣地区]

5月14日

合住所西八幡3丁目 1の38プイ
理容室を経営している相原雅行

(26歳〉さんととみ子(25歳〉さん

の長男。現在、 gカミ月で部重10.3
キロ身長74すのジャジボ赤ちゃん。

誕生日は5C年 7J'l16日生。

緩利〈んは、ママが忙しいので

…人で存在費Lピジを持ってミノレクを

歌む、手のかからないよい子。近

むろ「おつむてんてんjができる

ようになったと、子守役のおばあ

ちゃんが喜んでおられた。

やコ ス 茶道・車道・ベン字・絵画・手工芸・料理

・写真・毛筆・レタ 11 ング.~般教養

。開設期間毎週1 回午後日時~8時c1年間〉

o資 格市内在住・在勤む勤労青年四歳~25歳〈未

婚に限るコ

0事 襲 4J'l15 臼 ~30 日まで。

く〉申し込み方法本人iJ'富接所定の申し込み害によb申し込

むく受け付けは今後8時3C分まで〉

o問い 合 わ せ 市 青 少 年 諜 育成係

(22) 170C内 融228

5月 5日 横内問地集会場

ρ 初日大野公民館

d-27臼岡崎公民銀

関対象・開 1緩までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日は

母子手帳を忘れずに持ってきてく

ださい。
5月 5日 出中央農協土沢支所 重量時間午前 9 時30分~10時30分

4月22日吉沢公民館
v 7日 須費公主設富民松原公民

館出金沼公民館

? 118 中原公民館金自公民主宮

関崎公民館

5月 6El 金田公民館

~ 13日土麗公民館

-p 148 市役所B会議空軍

~ 20日豊田公民館
?- 12臼神田公民館戸播公民館

民揖島公民館

-7 13臼 大野公民館構内回地主罷

合場到豊岡公民望宮

ク 27El 金呂公民館

-保樺所だより一一一--一一時四
d- 148 平援市民病1%花水公民

ンタ

平塚保健所で実施して可、る現品沼

健診 (3か月児、 3議氾〉白日程を

この繍に掲載します。日程在確認の

うえ、母子手帳をもってお出かけを

官おたずねは平塚時鍵所

TEL仁32コ0130へ
豊富場所・平塚保健所

覇時間・ 13時~14時まで

[3かJl't老健診I
R穏と対望り芭

5 月 7 臼対象51年 1 月 1 日 ~10日生

グ 14日 p 51年 1月ll E1 ~20 El主主

.d- 21日 d' 51年 1nZl 臼 ~31 日主主

[3歳児鍵診3
5月 6EI対室長48年 3月 1EI~10 日生

タ 20日夕 48年 3 月 11 日 ~20日佼
.v 27日 ~ 48年 3 月21 日 ~31 日生

千由
人

i 
る
こ

σ〉い⑤人
手を長主公が輪

;1521身
近う持モ可犬

長室長喜三
足手ヂ議 書
dq奇時互
主J 宜4 る

ーかは

3 訴審毒

不溶犬の持寄
て虫(

アt58仁〉

A去三
い問。

蓄量犬登録と狂犬病予防注射

Eヨ程 9'30~11'30 13 ∞~14' 3母

4月16日金田公民館 南原公民館

17日 幸 町J.海宝=;f

19日八幡似完書官 海自民主X町会銀

20日松長主公民総 松影公閣

21日神田公民館 東中原公民館

22E1花水虫館 花木公民館

23日 大神・寄木神社豊泊公民察官

24日須賀公民館 一

26日 万日公民館四隣公所自治会館

27臼 諏訪町会館 E耳石町公閤

28日大野公民館 横内公民館

初日平器保健所 平塚樺儀所

平結婚式場 ・0・..........2， OOC円

合描喜重要養金場 35人以下 ....'1， 20C円 ~1 ， 400円

50人以下 …ι， 100円~2 ， 200内

部人以下……2，40C円

※今年の秋の予約をお待ちしています窃なお詳しいことは市民セ

':/!>一事務局へ電話 (32)2235 
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〈
一
主
婦
よ
り
V

お本赤十字社では、 5}l

段から 1か月間全自主いっせ

いに赤十字社兵士費強運動を

実施します

平理地区のell謹は5，616，000円

です。みなさんと官語力ください。

福祉部県議諜

相模川河口一

盟への帰担任咳さとは己めるととで

しょう。

干潟でシギやコトド!Jを観察する

と、種績によっていろいろなくち

，;1:しを持っているζ とがわ})il[;ま

す。下に曲がった設い〈ちぱしの

チュロミヤタジギ、上にそt安静特

のオオYl1ハシ手、まっすくやなキ

アジシギ、〈ちぱしの短いチド!J

わなかま 。

ζ うしたくちばし自ちがいは、

モれぞれの餌の貴べJJに関係しτ
いますa 長い〈ちばしのシギは、

それをはしのように使って泥の中

をさぐD、カニやゴカイをとらえ

ます。続かいものはd2の表揺の小

さな銅をつまみます。鳥たちが館

をとっている様子を親察すること

l;t:本当に識しいζ とです。

2ノギや三~I"!J などの渡D鳥は、

白米、日Y、日豪閣の渡り鳥条約

によって、その主主思地を保護する

ζと~宮、思高む勺な義務となってい

ます。ととろが埋め立てやすい干

潟は開発で次々に失われ、

の来る干潟は、

だけになっています。

お尋ねは博物館 C33~5111) へ

一一一

ょう

相模I1伊J口の茅ケ組側には、東

lillにのぴる砂州があり、その内側

』が小さな入江こなっています。繍

" ~，満ちると水につかD、輔が引く

さと泥仁どろ〉が調えつれるこのよう

芸な議所は、干潟〈ひがた〉と呼ば

三れています。

E 干潟のVEの中には、カニや:ゴj)

5ィ、只なε、さまざまな動物が数

E多く暮らしています。相参Vii河口

2の干潟でも 1 にャマ上オサガニ

E が3C匹、ゴ力イがおむ匹、ホトト

Eギスガイが 600，fちひんでいる所

さがあるほどです。そのため干潟に

Eは、モれを餌〈えさ〉とする渡t
2 

芸鳥が多〈集ま q てきます。

き 干録音訪れる渡り鳥¢代表は、

きシギやチド!Jのなかまです。 4Jl

さから5月にかけ河口は10鐘主震をこ

Eえる♀/三戸、チドl)でにぎわいますφ

Eζれらの鳥cr:多〈は、まもなくjじ

2へ向かって旅立ち、シベ旦ヤや千

三島で夏をすとし、ひなを育てます
= 言。そしてまた秋に誼冬地J 向かう

E旅の途中、再び自主に立ち寄るの

三です。

河口で冬を越したミュピシギー

噂築ーやハマシギも、そろそろ北

仁>7く3
私たちの回Dには

活設気がつかない小

さな自然が、まだま

だあります。一度訪

ねてみませんiPo

渡り

島一一一-0一一一一一一く〉一一一一一ー

ゃく〉ご協力鳥羽がとうございました00

関崎地区自治会45京、平援なでし乙ヨイオンズクラ

ブ43京、関製作所311匹、高砂香料工業66京、横内地区

自治会73本
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。巡罰呂稜4月28日はわ・ 30臼(金コ東海大学

さないでください
燃えないとみは破酔機にかけ

るので、ガスボジベや底油かん

銀粉などが入っていると揮発す

る場合があるので、 i土i古ないで

〈ださいe
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